
四宮大使着任のご挨拶  

  

この度 、在ポル トガル共和国に赴任して参 り ました四宮信隆です 。  

  

長い友好の歴史を持つポル ト ガルに着任し 、両国関係のさ ら な る発展のため微

力を尽 くしたい と存じ ますので、 ど うぞ よろ し くお願いいたし ます 。   

  

本年は日本 ・ ポル ト ガル修好 １ ５ ０ 周年の記念と し て 、両国で多彩な交流事業が

行われています 。今月 １ ４日に 、ポル トガルでの周年行事は閉会式を迎えますが 、

年間を通じ これほど多 くの交流行事を企画 、実施して こ られた 「 実行委員会 」 の皆

様をはじめ 、行事にご参加 くだ さ った多 くの方々に 、深甚なる敬意 と感謝を表した

いと思います。  

  

一連の行事の真っ只中に着任し 、短期間の間に リ スボン首都圏での行事に加え 、

ポル ト市の 「 ジ ャパン ・ ウ イー ク 」 に ２ 回 、当国南西端のビ ラ ・ ド ・ ビ スポ市での種子

島火縄銃の実演も視察し 、 さ っそ く地方自治体の首長の皆様とも会談できました 。

修好 １ ５ ０ 周年の記念行事は 、日 ・ 葡双方の国民が長い交流の歴史を改めて思い

起 こ し 、 ま た両国の現状や交流関係の実情について認識を深め る契機 とな り 、 今

後の両国関係に思いを巡らせる機会にもなっている こ とを嬉し く思います 。   

  

着任早々の感想ですが 、 日 ・ 葡間の歴史には日本人の一般知識を遙かに超え

た興味深い史実が沢山ある よ うに思われます。同時に 、両国民の相互理解には依

然不均衡もある よ うに感じ まし た 。かかる状況を勘案しつつ、相互理解の発展のた

め 、 引 き 続 き文化 、 学 術 、 観光な どの交流 を 促進 し 、 ま た 我が国の広報に も意 を

用いていきたい と考えます 。  

  

他方、現在の厳しい経済状況の中で、経済交流の面では日 ・葡双方の潜在的な

力が十分発揮されていない面 もある よ う に思われます 。 こ の分野で も 、関係者 と よ

く話し合い 、具体的な方策を考え 、実現してい く よ う努めたい と考えます 。ポル トガ

ルとの外交関係の促進 、当国における邦人保護等にも努力を続けます。  

  

既にお会いした当国の政府、経済界 、地方自治体の方々からは、経済や外交の

面で 、我が国への期待の言葉を色々お聞き し ま し た 。文化交流の面でも 、関係者

の熱意に幾度も接する機会があ り ま し た 。我が国内の状況には難しい問題が多 く 、

と もすれば自信を失いかねない状況もあるかも しれません 。 しか し 、外国の我が国

を見 る目は 、 大国日本への期待が依然大 きい こ と を 感 じ ます 。 こ れは 、 前任地の

中米カ リブ海に浮かぶド ミ ニカ共和国 （及び兼轄国のハイチ ）の よ う な開発途上国

の対日観だけでな く 、 ポル ト ガルを含む欧州諸国の日本に対する共通の期待でも



あ り ます 。我が国が こ れか ら も 国際社会の中で立派な国 と し て敬意 を払われ続け

られるよ う 、大使館も尽力したい と考えます 。  

  

今年も師走 とな り 、 皆様にはお忙しい毎日か と存じ ますが 、 ご自愛の程をお祈 り

申し上げます 。それではよいお年をお迎え ください 。  

  

 


